放射線ポリクリ移行試験（平成21年1月26日実施）

問1.胸部X線写真正面像で辺縁が不明瞭になるのはどれか。二つ選べ。

A.右上葉無気肺

B.右下葉無気肺

C.右中葉無気肺

D.左上葉無気肺

E.左下葉無気肺

教室解答:C,D 

問2.次の胸部X線写真の所見のうち、間質性陰影と無関係なのはどれか。 

A.Kerley's A line

B.Kerley's B line

C.Honeycomb lung

D.硅肺症の粒状影

E.心原性肺水腫の正常肺血管陰影の不明瞭化

教室解答:E 
問3.次のマンモグラフィ所見のうち,乳癌に見られにくい所見はいずれか、二つ選べ。 

A.粗大石灰化

B.微細石灰化

C.皮膚牽引像

D."halo sign"

E.Spiculation

教室解答:A,D 

問4.次の記述のうち、誤っているのはどれか。 †

A.総胆管結石は造影CTより単純CTでの描出が良い。

B.肝血管腫はダイナミック造影CTにて遅延濃染像を認める。

C.古典的肝細胞癌はhypervascular tumorである。

D.脂肪肝は単純CT上、肝実質のdensityは上昇する。

E.肝硬変では一般的に肝辺縁は凸凹不整である。

教室解答:D 

問5.以下の膵病変のうちダイナミック造影CTでhypervascular tumorな所見を呈するのはどれか。 

A.膵原発悪性リンパ腫

B.膵癌

C.膵膿瘍

D.膵粘液産生性腫瘍

E.インスリノーマ

教室解答:E 

問6.次のうち骨端に好発する腫瘍はどれか。 

A.軟骨芽細胞腫

B.骨芽細胞腫

C.単純性骨嚢腫

D.骨軟骨腫

E.非骨化性線維腫

教室解答:A 

問7.S状結腸捻転症で誤っているのはどれか。 

A.結腸捻転症で最も多い。

B.中年女性に好発する。

C.腹部X線検査の所見としてcoffee bean signがある。

D.注腸検査の所見としてbird's beak signがある。

E.内視鏡下整復術が試みられる。

教室解答:B 

問8.組合せで正しいのはどれか。 

A.閉鎖孔ヘルニア────target sign

B.小腸結核───────Stierlin's sign

C.気腹─────────football sign

D.Crohn病 ───────leadpipe appearance

E.潰瘍性大腸炎─────cobblestone appearance

教室解答:C 

問9.神経芽細胞腫について誤っているのはどれか。 

A.乳幼児腹部腫瘤では最も頻度が高い。

B.骨転移は稀である。

C.新生児期発症例では副腎出血との鑑別が必要である。

D.尿中VMAが高値となる。

E.高率に微細石灰化が見られる。

教室解答:B 

問IO.腎疾患に関して正しいのはどれか。 

A.Simple cystはMRI 72強調像で通常は境界不明瞭なlow intensityである。

B.腎孟癌はMRI 72強調像でlow intensityとして見られる。

C.Parapelvic cystは造影CTの排泄相でhigh densityとして見られる。

D.CTやMRIで腎腫瘍に脂肪が見られれば腎癌は除外できる。

E.Simple cystは造影CTで通常high densityとして見られる。

教室解答:B 

問11.誤っているのはどれか。 

A.頭部外傷で眼球運動障害があれば吹き抜け骨折を疑う。

B.flailchestとは多発肋骨骨折により呼吸運動が障害されることをいう。

C.虫垂結石を伴った虫垂炎は破裂し易く,そのため重症化し易い。

D.消化管穿孔を疑う患者で,立位の腹部単純写真が撮影できない時は右側臥位で撮影する。

E.子宮外妊娠は妊娠反応を伴う。

教室解答:D 
問12.次の疾患のうち血管塞栓術の適応にならないのはどれか。 

A.肺塞栓症による血痰

B.外傷性肝損傷による腹腔内出血

C.肝細胞癌破裂による腹腔内出血

D.動静脈奇形による消化管出血

E.分娩後の弛緩出血

教室解答:A 

問13.次の中で物理的半減期が最も短い核種はどれか。 

A.18F

B.67Ga

C.1231

D.1311

E.99mTc

教室解答:A 

問14.現在わが国においてFDG-PET検査の保険適応疾患として誤っているのはどれか。 

A.てんかん

B.虚血性心疾患

C.脳腫瘍

D.転移性肝癌

E.前立腺癌

教室解答:E 

問15. 

甲状腺機能亢進症患者に対して123I甲状腺シンチグラフィを施行したところ、甲状腺片側葉に結節状の集積亢進像が認められ、周囲および対側葉への集積は低下していた。考え得る病態として最も適切なのはどれか。

A.バセドウ病

B.プランマー病

C.亜急性甲状腺炎

D.慢性甲状腺炎

E.腺腫様甲状腺腫

教室解答:B 

問16. 

末梢幹細胞移植後の経過中に呼吸不全が進行してきた患者に対して肺換気/血流シンチを施行したところ、換気優位に集積低下を呈した。考え得る病態として最も適切なのはどれか。

A.慢性肺血栓症

B.大動脈炎症候群

C.閉塞性細気管支炎

D.右左シャント

E.肺腫瘍塞栓

教室解答:C 

問17.次のうち、誤っているのはどれか。 

A.Wedgeフィルターの角度は物理的な角度で規定する。

B.吸収線量の単位(グレイ)は人名に因む。

C.放射能の単位(ベクレル)は人名に因む。

D.等価線量の単位(シーベルト)は人名に因む。

E.Wedgeフィルターにより体輪郭の凹凸は補正可能である。

教室解答:A 

問18.放射線治療について誤っているのはどれか。 

A.手術と異なり形態と機能を温存した治癒が得られる。

B.方法により外部照射と小線源治療とに分類される。

C.GTV (Gross tumor volume)に微視的病巣範囲を加えたものを, CTV(Clinical target volume)と定義する。

D.各臓器の障害発生率(晩期)は,個人差があり予測が困難である。

E.多くの癌で放射線治療前の導入化学療法は,生存率を改善しない。

教室解答:D 

問19.子宮頸癌について誤っているのはどれか。 

A.病期(進行度)分類にはFIGO分類が用いられる。

B.1,H期に対しては手術療法が行われるのが一般的であるが,放射線治療による治癒率と差はない。

C.放射線治療は,外部照射(全骨盤)と腔内照射の組み合わせで行われる。

D.放射線治療によるIII期の5年生存率は約10-20%である。

E.同時化学放射線療法 (Concurrent chemoradiotherapy)の有用性に関する,信頼性の高いエビデンスがある。

教室解答:D 

問20.以下の前立腺癌に関する記述で誤っているのはどれか。 

A.精のうに腫瘍が浸潤している場合,進行期はC(T3b)である。

B.PSA値, Gleason score,臨床病期が予後因子として重要である。

C.NCCNのFavorable risk group(PSAく10ng/m1かつGleason scoreく7かつTl-2a)例に対する治療方針は,手術あるいは放射線治療のいずれかとされる。

D.放射線治療は前立腺 (+精のう)を標的 (Clinical target volume:CTV)とし、66-70Gyが投与される。

E.化学療法併用の有効性に関するエビデンスがある。

教室解答:E 

問21.乳癌の放射線治療について正しいのはどれか。 

A.乳房切断術後の術後照射は生存率の向上には寄与しない。

B.骨転移に対する放射線治療の除痛効果はあまりないことが多い。

C.乳房温存療法は早期癌よりも進行癌が適応となる。

D.切除断端が陰性であった乳房温存術後の乳房全体への照射線量は一般的には45-50Gy/4.5-5週が標準である。

E.温存乳房への照射はコバルト線や4-6MV X線を用いてウエッジを使用した前後対向2門照射で行う。

教室解答:D 

問22. 

65歳男性。3ヶ月前から声がかすれるようになった。近医にて声門部に腫瘍を指摘された。ラリンゴマイクロ生検にて扁平上皮癌の診断であった。腫瘍は両側の声帯に存在(それぞれ声門の2/3程度の範囲)していたがその他の部位には腫瘍は及んでいなかった。この患者に対する治療として適切なのはどれか。

A.7S-1による化学療法

B.シスプラチンによる化学療法

C.局所に限局した放射線治療

D.局所とリンパ節領域に対する放射線治療

E.喉頭摘出術

F.経過観察

教室解答:C 

